
  

理科 地学基礎 学習指導案 

 

 

 

１．単 元  大気と海洋（大気の循環、海洋の循環、日本の気候）[全 12 時間] 

    使用教科書：地学基礎 改訂版（啓林館） 

 

２．単元の目標 

(１) 大気と海洋について、地球の熱収支、大気と海水の運動の基本的な概念や原理・法則などを理解す

るとともに、それらの観察、実験などに関する技能を身に付ける。 

(２) 大気と海洋について、観察、実験などを通して探究し、大気と海洋について、規則性や関係性を見

いだして表現する力を身に付ける。 

(３) 大気と海洋に主体的に関わり、見通しをもったり振り返ったりするなど、科学的に探究しようとす

る態度を身に付ける。 

 

３．教材観 

 日本の気候に関しては、生徒たちも日々の実感を伴ってイメージをしやすく、小学校・中学校での理

科の学習内容からも発展させやすい題材である。一方、校内で行えるような短期的な観察、実験のスケ

ールではとらえられない現象であるため、情報を検索したり、それらと過去の学習内容とを比較したり

結び付けたりする中で、生徒たち自らが規則性や関係性を見いだすことが重要である。対称性や普遍性

などに基づいて、１年を通じた日本の気候の大局的な理解にまでつなげたい。 

 

４．生徒観 

 （省略） 

 

５．指導観 

 直接的な観察、実験を行うことができないため、気象庁のホームページなどから見通しをもって必要

な情報を収集したうえで、それをわかりやすくまとめたり、言語化したりする活動を行う。その際、夏

と冬の季節での対称性に気付かせるため、調査・まとめの活動を２班に分け、説明を２つの班の生徒間

で行うようにして（知識構成型ジグソー法）、探究の過程の中でも特に「考察・推論」や「表現・伝達」

などの過程に重点をおき、科学的に探究する力の育成につなげる。 

 

６．単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

日本の気候の特徴について理解

するとともに、それらの観察、実

験などに関する技能を身に付け

ている。 

日本の気候の特徴について、観

察、実験などを通して探究し、そ

れらの原因となる日本列島の位

置的な特徴を見出して表現して

いる。 

日本の気候の特徴について関心

を持ち、主体的に探究しようとし

ている。 

 

 

 

 

 

 



  

 

７. 単元の指導と評価の計画（全 12 時間） 

                          評価の観点（〇：形成的評価 ◎：総括的評価） 

時 主な学習活動 
評価の観点 

主な評価規準・評価方法 
知 思 主 

１ 

～ 

４ 

風が吹くしくみ 

・大気にはたらく力とそのよう

な力がはたらく原因につい

て学習する。 

○   〔知①〕（小テスト） 

大気にはたらく力の特徴とその原因について理解して

いる。 

５ 

大気の大循環 

・地球規模の大気の運動（大循

環）を学習した後、日本列島

周辺の大気の運動（季節風と

偏西風）についてペアで説明

しあう。 

○ ○  〔知②〕（小テスト） 

大気の大循環のしくみについて理解している。 

〔思①〕（取組みの観察） 

季節風と偏西風（恒常風）の違いを日本列島に着目し

て説明できる。 

６ 

・ 

７ 

海水の大循環 

・海水の水平循環、鉛直循環そ

れぞれのしくみとエネルギ

ー源について学習する。 

○   〔知③〕（小テスト） 

海水の循環のしくみとそのエネルギー源について理解

している。 

８

～

10 

日本の気候【班活動】 

・「冬～夏」担当（A）と「夏～

冬」担当（B）に分かれて日

本の季節ごとの特徴や季節

変化について学習する。【学

習①】 

・「冬」「夏」の特徴を表す天気

図を気象庁 HP から探し、AB

のペアでお互いに説明しあ

う。【説明①】 

・【説明①】を踏まえて AB に分

かれて「冬～夏」「夏～冬」

特徴を表す天気図を探し、ス

ライドにまとめる。【学習②】 

・「冬～夏」「夏～冬」特徴を表

す天気図を気象庁 HP から探

し、AB のペアでお互いに説明

しあう。【説明②】 

 ◎ ○ 〔思②〕（ワークシート） 

日本の季節ごとの特徴や季節変化について、天気図を

使って説明できる。 

〔主①〕（振り返りシート） 

他者の考えも踏まえながら日本列島の気候の特徴を理

解しようとしている。 

11 

・ 

12 

日本の気候【まとめ】 

・班活動で理解したことを活用

して日本の気候の原因とな

る日本列島の位置の特徴を

気象用語や図を使ってまと

める。 

○ ◎ ◎ 〔知④〕（小テスト） 

日本の気候の原因となる日本列島の位置の特徴を理解

している。 

〔思③〕（ワークシート） 

日本の気候の原因となる日本列島の位置の特徴を気象

用語や図を使って表現している。 

〔主②〕（振り返りシート） 

日本の気候の特徴について関心を持ち、主体的に探究

しようとしている。 

※知識・技能の観点における総括的評価は、定期考査において行う。 

 

 

 

 

 



  

 

８．本時（第 10 時）の展開 

 (１) 本時のねらい 

     「冬～春～梅雨～夏」担当（Ａ）と「夏～秋雨～秋～冬」担当（Ｂ）のペアの生徒どうしでの、

スライドを使った説明や議論を通して、日本の気候の原因となる日本列島の位置の特徴を見いだし、

日本の６つの季節の特徴を気象用語や図を使って表現できるようになる。 

 

 (２) 本時の評価規準 

    ・日本の気候の原因となる日本列島の位置の特徴を見いだし、気象用語や図を使って表現している。

【思②】 

    ・日本の気候の特徴を考える際に、他者の考えも踏まえながらよりよいものにしようとし、自身の

日本の特徴に関する理解の変化を書くことができている。【主①】 

 

 (３) 本時の準備物 

    教科書、Chromebook、ワークシート 

 

 (４) 本時の学習過程 

時間 学習内容・学習活動 指導上の留意点 評価規準（評価方法） 

10 分 

 

導 

入 

・目標及び活動内容の再確認をする。 

・前時までに作成した、自分が担当している４

つの季節それぞれの特徴がよく表れている天気

図についての説明スライドの手直し・説明準備

を行う。 

 

 

 

  

15 分 

 

展 

開 

１ 

【ペアで説明】 

・自分が担当している４つの季節それぞれの特

徴がよく表れている天気図について、準備した

説明スライドを用いて、ペアの生徒に説明を行

う。 

・AB のペアで交代して行う。 

１つの季節ごとに説明を交代

しても、全ての季節をまとめて

説明しあってもよいことにし、

自由度をもたせて、意見交流が

活発になるように配慮する。 

 

今回は、Google スライドの共

有の機能などを使いながらで

はなく、Chromebook の画面を見

せあいながらの説明としたの

で、座席の配置や欠席者対応に

配慮する。 

【思②】 

学習したことや調べたこと

を活用して、それぞれの季節

の特徴を自らの言葉で説明

している。 

（取組みの観察） 

 

【主①】 

自身の説明と比較しながら、

ペアの生徒の説明を聞き、質

問をしたりコメント述べた

りしている。 

（取組みの観察） 

15 分 

 

展 

開 

２ 

【個人ワーク】 

班活動で理解したことを活用して日本の気候の

原因となる日本列島の位置の特徴を、ワークシ

ートに気象用語や図を使ってまとめる。 

図でまとめるのが先か、文でま

とめるのが先か、生徒の特性に

よることも配慮し、どちらから

まとめはじめてもよいことを

伝える。 

 

「体系的に」説明できることが

【思②】 

日本の気候の原因となる日

本列島の位置の特徴を見い

だし、気象用語や図を使って

表現している。 

（ワークシート） 

 



  

重要であることを説明し、教員

側が求める「体系的」とは、「６

つの季節の変化やその原因が

一定のルールに従いまとめら

れている状態」や「同様のしく

みで説明できる２つ以上の季

節がまとめられている状態」で

あることを示す。 

 

文でまとめる際に必要な気象

用語として「〇〇帯」「〇〇高

気圧」「〇〇風」などの具体例

を示す。 

５分 

 

ま 

と 

め 

振り返りシートに、活動の記録や、自分が調べ

た季節と相手が調べた季節を比較して感じたこ

とについてまとめる。 

 【主①】 

日本の気候の特徴を考える

際に、他者の考えも踏まえな

がらよりよいものにしよう

とし、自身の日本の特徴に関

する理解の変化を書くこと

ができている。 

（振り返りシート） 

 

「観点別評価の判断基準」の設定 

 

 Ａ 

十分満足できる 

Ｂ 

おおむね満足できる 

思考・判断・表現 

日本の気候の原因となる日本列

島の位置の特徴を見いだし、気

象用語や図を使って体系的に表

現している。 

日本の気候の原因となる日本列

島の位置の特徴を見いだし、気

象用語や図を使って表現してい

る。 

 

 

 Ａ 

十分満足できる 

Ｂ 

おおむね満足できる 

主体的に学習に 

取り組む態度 

日本の気候の特徴を考える際

に、他者の考えも踏まえながら

よりよいものにしようとし、自

身の地球観や日本の特徴に関す

る理解の変化を具体的に書くこ

とができている。 

日本の気候の特徴を考える際

に、他者の考えも踏まえながら

よりよいものにしようとし、自

身の日本の特徴に関する理解の

変化を書くことができている。 

評価規準 
判断基準 

 
Ｃと評価した生徒に 

対する指導の手立て 

図でも文でもどちらから

でもよいので自分の考え

を表現するように促しつ

つ、具体的な気象用語や

その意味などを確認させ

る。 

 

判断基準 
評価規準 

 
Ｃと評価した生徒に 

対する指導の手立て 

自分が担当した季節とペ

アの生徒が担当した季節

で、共通していた部分と

異なっていた部分が何で

あったかを振り返らせ、

自身の理解の変化に注目

するように促す。 

 



  

地学基礎 NO-●● 日本の気候【学習の流れと記録】 

 

日本の季節は次のように６つの季節が移り変わっていると考えることができる。 

A 班と B班に分かれて季節ごとの特徴や季節変化について学習しよう。 

 

 

冬→春→梅雨→夏→秋雨→秋→冬 

 

 

 

第８時  月  日(  ) 

【班で学習１】 

A 班(冬～夏)と B 班(夏～冬)に分かれて日本の季節ごとの特徴や季節変化について学習する。 

 

① 教科書や図説を見てプリントNO-▲▲の空欄を埋めながら学習する。 

② A 班B 班に共通している「冬」と「夏」の特徴がよく表れている2021 年の天気

図を気象庁HPから探す。 

 

記録・ふりかえり いつの天気図を選んだ？ 

          

          

           

 

 

 

第９時  月  日(  ) 

【ペアで説明１】 

ABのペアで「冬」と「夏」の特徴お互いに説明する。 

※季節を１つずつ説明し合っても、2 人ともが２つの季節を説明しても良い。 

記録・ふりかえり 自分の説明と相手の説明を比較して何を感じた？ 

          

          

           

A 班 

B 班 

https://www.data.jma.go.jp/fcd/yoho/wxchart/quickmonthly.html


  

【班で学習２】 

「冬～夏」「夏～冬」特徴を表す天気図を探し、スライドにまとめる。 

※【ペアで説明１】での良かった点や反省点を活かそう！ 

 

① 自分の班の担当している４つの季節それぞれの特徴がよく表れている 2021 年の天気図を気象庁 HP から

探す。（「冬」と「夏」については新しく探しても良い） 

② Google スライドに１ページに１つの季節の天気図を貼り付けてまとめる。 

記録・ふりかえり いつの天気図を選んだ？ 【ペアで説明１】を終えて、何か工夫したことは？ 

          

          

           

 

 

 

第 10 時  月  日(  ) 

【ペアで説明２】 

ABのペアでそれぞれが担当している４つの季節の特徴や季節の変化をお互い説明しあう。 

記録・ふりかえり 自分が調べた季節と相手が調べた季節を比較して感じたことは？ 

          

          

          

          

           

 

 

 

【個人ワーク】 

班活動で理解したことを活用して日本の気候の原因となる日本列島の位置の特徴を気象用語や図を使ってまと

める。（プリントNO-■■） 

 

 

（  ）年（  ）組（  ）番 名前（      ）（  ）班 



  

地学基礎 NO-▲▲(A) 日本の気候【冬～夏の特徴】  教 139-149 

 

冬：[ 西高東低 ]の気圧配置で、[ 北西 ]からの[ 季節 ]風(温度[ 低 ]・湿度[ 低 ]) 

天気 列島を縦断する脊梁山脈による[ 上昇 ]気流により[ 日本海 ]側は雪、 

[ 太平洋 ]側は乾燥した晴天になることが多い 

 

～偏西風が北上～ 

温帯低気圧が太平洋南側を通過（南岸低気圧）⇒太平洋側でも降雪 

 

春 

～偏西風がさらに北上～ 

温帯低気圧*1が日本海を通過⇒日本列島には暖かい南風*2が吹き込む⇒気温が上昇（春へ～） 

*1：急速に発達すると、全国的に荒れた天気になる＝[ 春のあらし ] 

*2：立春以後最初に吹く強い風＝[ 春一番 ] 

 

天気 [ 偏西 ]風の影響で、[ 温帯 ]低気圧と[ 移動性 ]高気圧が交互に 

[ 西 ](方角)からやってくる⇒３～５日で周期的に天気が変化 

 

梅雨 

天気 [ オホーツク海 ]高気圧(低温)と[ 北太平洋 ]高気圧(高温)の間に 

停滞前線(＝[ 梅雨 ]前線)が発生 ⇒雨や曇りの日が多い 

 

～梅雨明け～ 

[ 北太平洋 ]高気圧が発達すると前線が[ 南下 ・ 北上 ]し梅雨が明ける 

 

夏：[ 南高北低 ]の気圧配置で、[ 南 ]からの[ 季節 ]風(温度[ 高 ]・湿度[ 高 ]) 

天気 強い日射によって地表付近が暖められることによる[ 上昇 ]気流 

＋湿った季節風 ⇒ [ 積乱 ]雲による夕立や雷 

 

台風 北太平洋西部の海上で発生する[ 熱帯 ]低気圧のうち、最大風速17m/s以上のもの 

夏の後半に日本に近づく台風が多いのはなぜ？ 

弱まった[ 北太平洋 ]高気圧の西縁に沿って北上し、中緯度で[ 偏西 ]風に流されて進路を北東に変え

るため 

 

 

 



  

地学基礎 NO-▲▲(B) 日本の気候【夏～冬の特徴】  教 139-149 

 

夏：[ 南高北低 ]の気圧配置で、[ 南 ]からの[ 季節 ]風(温度[ 高 ]・湿度[ 高 ]) 

天気 強い日射によって地表付近が暖められることによる[ 上昇 ]気流 

＋湿った季節風 ⇒ [ 積乱 ]雲による夕立や雷 

 

台風 北太平洋西部の海上で発生する[ 熱帯 ]低気圧のうち、最大風速17m/s以上のもの 

夏の後半に日本に近づく台風が多いのはなぜ？ 

弱まった[ 北太平洋 ]高気圧の西縁に沿って北上し、中緯度で[ 偏西 ]風に流されて進路を北東に変え

るため 

 

秋雨 

天気 [ オホーツク海 ]高気圧(低温)と[ 北太平洋 ]高気圧(高温)の間に 

停滞前線(＝[ 秋雨 ]前線)が発生 ⇒雨や曇りの日が多い 

 

～秋雨明け～ 

[ 北太平洋 ]高気圧が弱まると前線が[ 南下 ・ 北上 ]し秋雨が明ける 

 

秋 

天気 [ 偏西 ]風の影響で、[ 温帯 ]低気圧と[ 移動性 ]高気圧が交互に 

[ 西 ](方角)からやってくる⇒３～５日で周期的に天気が変化 

 

～偏西風が南下～ 

低気圧：日本付近を通過した低気圧が[ 東 ](方角)の海上で発達 

高気圧：大陸では内陸部が冷えて、[ シベリア ]高気圧が現れる 

⇒一時的に[ 西高東低 ]の気圧配置となり、強い北風（[ 木枯らし ]）が吹く（冬へ～） 

 

冬：[ 西高東低 ]の気圧配置で、[ 北西 ]からの[ 季節 ]風(温度[ 低 ]・湿度[ 低 ]) 

天気 列島を縦断する脊梁山脈による[ 上昇 ]気流により[ 日本海 ]側は雪、 

[ 太平洋 ]側は乾燥した晴天になることが多い 

 

～偏西風が北上～ 

温帯低気圧が太平洋南側を通過（南岸低気圧）⇒太平洋側でも降雪 

 

 



  

地学基礎 NO-■■ 日本の気候の原因となる日本列島の位置的な特徴は？ 

 

目標：日本の気候の原因となる日本列島の位置の特徴を理解し、日本の６つの季節の特徴を 

気象用語や図を使って表現できる。 

VERY GOOD! OK! ガンバレ！ 

日本の６つの季節の特徴とそ

の原因を気象用語や図を使い、

日本列島の位置の特徴を踏ま

えて体系的に説明している。 

日本列島の位置の特徴を踏ま

えて、日本の６つの季節の特

徴とその原因を気象用語や図

を使って説明している。 

 

 

 体系的とは？ 

  ①６つの季節の変化やその原因が一定のルールに従いまとめられている状態 

  ②同様のしくみで説明できる２つ以上の季節がまとめられている状態 

 

説明図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

気象用語 

○○帯 ／ ○○高気圧 ／ ○○低気圧 ／ ○高○低 ／ ○○前線 ／ ○○風 など 

 

 説明文 
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